
創刊号 平成22年11月ゆめ まどか
machinakamadoca@dream.jp

若年性軽度認知症・高次脳機能障害ケアセンター

地域学童保育・子育て支援センター

ケアマネジメントセンター
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まちなか交友館 まどか 館長 渡辺夏子～～

つくばを第四の故郷？と根を下ろして早くも２０年になろうとしています。
。 、 。福祉の道を歩み出してから既に１５年 さまざまな縁に恵まれて ここまでやってきました

そして心機一転、また新たな縁に導かれたかのように多くの方々に助けられて、ここ北条
のまちなかにまどかが誕生しました。
古くて新しいテーマ「信頼と笑顔」を、能天気な私が実践して、誰もが笑顔でいられる居場
所作りをして行きたいと思っています。
つくば市の北条地区は筑波山の麓、古い街並みが残るステキな町です。是非一度遊びに来て
ください。

まどか サービス開始しました

平成２２年９月１日、私達は正式にサービスを開始
いたしました。
既存の制度による支援の穴やほころびを埋める目的
で設立される団体がNPO法人だとするならば、まどか
もまさにそのコンセプトで活動を始めました。
様々なニーズを持っている方達の最終的なセイフテ
ィーネットでありたいと願っており、既存の制度の
運用で可能と思われるニーズに対しては、そのよう
な提言もさせて頂いております。

おかげさまで、特に広報に力を入れているわけでは無いにもかかわらず、お客様や
関係機関からのお問い合わせやご意見も頂戴でき、少しずつサービス提供の範囲が
広がってきています。

既成の概念から少し距離をもった事業コンセプトですので、広く一般に理解される
には至っていませんが、いわばES細胞のようにどんな形にでも変化していける力を
持った存在です。利用者や様々な協力者の思いによって、まどかがどの様に成長し
ていくのか、私達自身もとても楽しみにしています。

ホームページも開設しました、定期的に発行予定の『ゆめまどか』とともに私達の活動に
興味と関心をお寄せ頂きたいと願ってやみません。



若年性軽度認知症 Ж 高次脳機能障害生活支援部門

◆居宅生活支援事業を始めました

軽度認知症の方のご自宅に訪問し、話し相手・散歩・病院の付き添いなどいわゆる家事援助以
外の支援を行い、利用者の「出不精」を緩和し、他人との交流のきっかけ作りを行います。
基本料金は１時間あたり1,000円です。

子育て支援 Ж 学童保育部門

◆「利用登録」はお早めに

利用のための事前登録は、良好な支援の決め手です。登録したからと
いって予定通り必ず利用しなければならないという事ではありません。

。必要なときに必要な時間の利用でＯＫ！早めのご登録がおすすめです

◆就学前の障碍を持った幼児や就学後の特別支援学童保育も可能です

あらゆるニーズにお応えするのがまどかのコンセプト！制度で対応できない
発達期の支援についてもお気軽にご相談ください。

ケアマネジメントセンター

090-2228-6117専用電話

◆介護保険サービスを利用されたい方に、ケアプラン作成及びサービス事業所との連絡調整を
行います

◆医療・福祉制度に関する相談をお受けし、利用可能な制度のご紹介や、連絡調整を行います

◎障害者自立支援制度
◎児童福祉
◎母子福祉・子育て支援・奨学金制度
◎精神保健・こころの相談

◆失業・生活資金・住居等に関する相談をお受けし、関係機関の
ご紹介や連絡調整を行います

ハローワーク等雇用に関する制度
生活保護
公営住宅
勤労者融資制度等
多重債務
虐待・成年後見・ＤＶ



「土曜日プログラム」

特別企画として、土曜日を中心に様々な企画が進行中です。
１回目は「障碍のある子どもと親のための親子ストレッチ＆色遊び」を、まどかの理事
でもあります、認定心理カウンセラーの武藤先生をお迎えして、簡単な運動遊びや自由
絵制作を行いました。
後半は子どもたちとスタッフがゲームをしている間、保護者は日頃の悩みや疑問を先生
と話し合いました。
とても好評で、先生には今後も定期的に活動して頂くことにしています。

今のところ、障碍を持ったお子さんとその保護者に対する企画が中心ですが、今後ニーズ
があれば年齢や障碍の有無にこだわらず、可能な限り計画していきたいと思っています。
ご要望がありましたら、どしどしお寄せください。

１２月以降のプログラム

vol.3 12月11日（土）午前「親子ストレッチ＆色遊び～２」
講師：武藤幸枝 先生

vol.4 12月11日（土）午後「子育てに悩む保護者のｸﾞﾙｰﾌﾟﾐｰﾃｨﾝｸﾞ」
講師：武藤幸枝 先生

vol.5 12月23日（木・祝） 調整中!!
午前「常陸新そば そば打ち舌鼓教室」

スタッフ短信

駆け出し所帯のまどかには、少ないながらも介護や福祉そして教育の有資格者ばかりです。

今回は理事長 渡辺隆生のプロフィール

資格は社会福祉士・介護支援専門員。ソーシャルワーカーでありながら
老人ホーム現場10年超の経験から介護技術やコミュニケーション技術
も教え 「介護教員講習」まで修了。いわば何でも屋。、
大学卒業後金融機関勤務を経て、平成４年より11年間老人ホームの相
談員、この間に社会福祉士資格を取得。その後施設長を経て平成21年
に晴れて老人福祉を卒業。二足のわらじを履いていた福祉教育に専念
することとなる。
現在は大学・専門学校の社会福祉学科・介護福祉学科・児童福祉学科・
看護理学療法学科等で、援助技術や制度論・経営論などを教える傍ら、
失業者や低所得者の相談事業にも携わっている。

スポーツと料理と酒をこよなく愛し、多芸多才。家事なども難なくこ
なし、他人からは「一家に一台」欲しい存在と羨ましがられている。
ただ、テーブルに並ぶ料理が常に「居酒屋メニュー」なのが難点とか。



まどかサポーターのご案内

◆会員 まどかのサポーター会員は正会員と準会員に分かれています

正会員・・・年１回の社員（会員）総会で表決権１票を持ちます 年会費 １万円
準会員・・・総会にて意見を申述できますが表決権は持ちません 年会費 ５千円

★22年度の会員数目標は100名です （22年11月1日現在 正会員 26名 準会員 3名）

◎正会員でも準会員でも、持っている技能をまどかで発揮して頂く事が出来ます

∬ ボランティア ∬

まどかでは、ボランティアを広く募集しています。認知症介護や子育て支援、生活課題や
福祉ニーズを持つ方への支援をお手伝い頂ける方は、ぜひまどかボランティアネットに登
録してください。

お申し込みは ホームページで！！

まどか周辺地域情報

◆スキルアップサポート 高齢者福祉施設を中心に、職員の介護福祉士資格取得のために、
定期的に施設を訪問して講義と模擬試験を行います。
全13科目を6回程度に分けて、18時頃から2時間程度、現役教員
が解説します。
処遇改善交付金の使途としても最適と、各法人から喜ばれてお
ります。
問い合わせ・ スキルサポート 電話047-338-1128 代表 関 顕三郎」「

＊＊＊ ゆめのあとさき ～編集後記～ ＊＊＊

新聞報道によると、軽度要介護者に対する家事援助が禁止されるそうです。自ら枠を広げて煽っておいて
利用者が増えすぎたからと制限するそうです・・・笑止。

今後、軽度援助は家族やNPOにやらせるそうです。すると介護専門職ではないので質が心配なのだそうで

す。既存の制度の中の質的低下が許せなくて枠外に飛び出しているNPOが多いと言うことに、気がついてい
ないのか、衆愚操作をたくらんでいるのか・・・大笑止。

今度ともまどかの活動をご支援ください。

◇文責 理事長 渡辺隆生 （ つくば国際大学講師 社会福祉士 ）

まどかNPO法人 まちなか交友館 特定非営利活動法人 まちなか交友館

〒 300-4231 茨城県つくば市北条51-1まどか
電話 029-867-6117 FAX 029-867-6118

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.machinakamadoca.org

利用条件等はﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞでご確認ください


